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�
�
�
�
�
�
観
�
映
像
史
�
後
篇
�

近
代
社
会
と
身
体
の
関
係

―

「
生
権
力
」
メ
デ
ィ
ア
と
（
し
て
の
）
映
画
？

さ
て
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
再
び
歴
史

的
な
パ
�
ス
ペ
ク
テ
�
ヴ
を
一
気
に
広
げ
て
み
よ

う
。
こ
の
よ
う
に
現
代
の
先
端
的
な
映
画
研
究
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
か
ら
デ
�
ジ
タ
ル
ゲ
�
ム
や
新
人
バ
ン
ド

の
動
画
な
ど
も
含
ん
だ
映
像
圏
的
世
界
に
い
た
る
ま

で
、「
身
体
性
」
と
い
う
主
題
が
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
感

覚
的
・
記
号
的
リ
ア
リ
テ
�
や
正
当
性
を
以
て
ひ
と

び
と
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
翻

�
て
、
再
び
一
〇
〇
年
前
の
初
期
映
画
の
時
代
の
文

化
状
況
に
遡
り
、
改
め
て
「
身
体
性
」
と
い
う
キ
�

ワ
�
ド
に
特
化
し
つ
つ
、
そ
の
表
象
／
受
容
空
間
の

特
徴
を
整
理
し
直
し
て
お
く
の
も
悪
く
な
い
。

何
度
で
も
繰
り
返
す
が
、
前
回
で
詳
し
く
見
た

よ
う
に
、
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
と
初
期
映
画
双
方
に
共

通
す
る
表
象
モ
デ
ル
は
、「
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
」（
ガ

ニ
ン
グ
）
の
要
素
に
特
化
し
た
生
理
的
な
身
体
作
用

の
喚
起
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
映
像
の
視
覚
的
表
象
と

同
時
に
、
受
容
環
境
の
持
つ
離
散
的
で
相
互
循
環
的

な
ラ
イ
ヴ
／
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
性
の
前
景
化
に
起
因

し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
い
え
ば
、

そ
も
そ
も
「
身
体
」
と
は
、
近
代
の
社
会
秩
序
を
考

え
る
時
の
最
も
枢
要
な
構
成
要
素
で
も
あ
る
。
例
え

ば
、
後
期
フ
�
コ
�
や
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
、
そ
し

て
、
そ
の
実
質
的
起
源
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
＆
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
広
く
知
ら
れ
た
社
会
哲
学
（
統
治
性
論
や
公

共
性
論
）
の
仕
事
を
少
し
で
も
参
照
す
れ
ば
分
か
る

よ
う
に
、
近
代
社
会
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
「
全
体

性
」
の
イ
メ
�
ジ
を
長
い
あ
い
だ
強
力
に
確
保
し
て

き
た
の
は
、
社
会
（
国
家
権
力
）
の
側
か
ら
ひ
と
び

と
に
向
け
ら
れ
た
、
彼
ら
の
生
き
た
「
身
体
」
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
シ
ス
テ
ム
（
生
権
力
）
の
存

在
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
近
代
の
産
業
社
会
は
、「
労
働

す
る
身
体
」（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
�
ト
）
の
生
／
性
を
厳

密
に
管
理
・
動
員
し
、
そ
こ
に
通
常
の
生
物
学
的
観

点
か
ら
は
語
れ
な
い
独
特
の
地
位
（
＝
セ
ク
シ
�
ア

リ
テ
�
）
す
ら
も
与
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に

は
、
端
的
に
ま
と
め
れ
ば
、
近
代
産
業
社
会
が
臣
民
＝

「
労
働
す
る
人
間
」
の
生
／
身
体
を
、
一
方
で
健
全

な
状
態
で
管
理
（
統
治
）
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か

ら
の
微
細
な
逸
脱
効
果
（
諸
々
の
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
）

を
も
不
断
に
派
生
さ
せ
て
い
く
、
と
い
う
二
重
性
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
初
期
の

映
画
文
化
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
近
代
的
身
体
の

二
重
性
を
こ
の
上
な
く
可
視
化
＝
具
現
化
す
る
表
象

装
置
だ
�
た
と
い
�
て
よ
い
。

初
期
映
画
と
「
健
康
」―

ア
メ
リ
カ
の
事
例

例
え
ば
、
第
三
回
で
も
紹
介
し
た
男
た
ち
の
ボ
ク

シ
ン
グ
試
合
の
模
様
を
撮
影
し
たG

lenroy Brothers 

(C
om

ic Boxing)

を
は
じ
め
、
代
表
的
な
エ
デ
�
ソ

ン
社
製
キ
ネ
ト
ス
コ
�
プ
フ
�
ル
ム
と
し
て
有
名

な
、
女
性
ダ
ン
サ
�
の
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
を
写
し

た
『
ア
ナ
ベ
ル
の
バ
タ
フ
ラ
イ
ダ
ン
ス
』Annabelle 

Butterfly D
ance 

、
そ
し
て
、
ほ
ぼ
全
裸
の
男
性
が

そ
の
筋
骨
隆
々
と
し
た
肉
体
美
を
画
面
に
誇
示
す

る
『
サ
ン
ダ
ウ
』Sandow
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（
い
ず
れ
も
一
八
九
四
年
）
★
17
と
い
�
た
初
期
の
「
ア

ト
ラ
ク
シ
�
ン
の
映
画
」
の
作
品
群
は
一
様
に
、
一
方

で―
初
期
映
画
固
有
の
イ
メ
�
ジ
と
し
て―

身

体
を
見
世
物
的
で
逸
脱
的
な
情
動
性
に
満
ち
た
も
の

と
し
て
す
べ
か
ら
く
観
客
の
前
に
提
示
し
て
い
る
が
、

同
時
に
、
そ
れ
は
い
わ
ば
当
時
の
近
代
的
な
生
権
力

イ
デ
オ
ロ
ギ
�
を
効
果
的
に
結
晶
化
す
る
特
権
的
な

表
象
と
し
て
も
有
効
に
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。と

い
う
の
も
、
あ
る
映
画
研
究
者
の
興
味
深
い

指
摘
に
従
�
て
跡
づ
け
れ
ば
★
18
、
こ
れ
ら
の
一
連

の
「
身
体
」―

そ
れ
も
健
全
で
活
力
に
満
ち
た
身

体
表
象―

を
全
面
的
に
モ
テ
�
�
フ
に
し
た
ア
メ

リ
カ
初
期
映
画
の
担
う
表
象
は
、
当
時
の
大
衆
社
会

に
広
く
浸
透
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る「
身
体
鍛
錬
」
や

「
健
康
」
ブ
�
ム
の
産
物
で
も
あ
�
た
よ
う
だ
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
南
北
戦
争
終
結
後
の
一
八
八
〇
年
代

頃
か
ら
、
身
体
の
健
康
を
目
的
と
し
た
器
具
が
大
量

に
出
回
り
、
ま
た
健
康
を
め
ぐ
る
啓
蒙
的
な
書
物
や

雑
誌
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
ひ
と
び
と
の
広
範
な
人

気
を
獲
得
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
そ
の
健
康
ブ
�
ム

の
代
表
的
ア
イ
コ
ン
と
も
呼
べ
る
の
が
、
ま
さ
に
先

ほ
ど
挙
げ
た
『
サ
ン
ダ
ウ
』
と
い
う
初
期
フ
�
ル
ム

の
被
写
体
で
も
あ
る
、
ユ
�
ジ
ン
・
サ
ン
ダ
ウ
と
い

う
人
物
で
あ
る
。
サ
ン
ダ
ウ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ボ
デ

�
ビ
ル
」
の
創
始
者
で
あ
り
、
近
代
的
な
身
体
ト
レ

�
ニ
ン
グ
の
技
法
を
開
発
し
た
と
さ
れ
る
男
で
、
彼

自
身
も
「
超
人
的
怪
力
の
持
ち
主
」
と
し
て
大
衆
の

好
奇
と
人
気
を
一
身
に
集
め
て
い
た
★
19
。
と
に
か

く
、
こ
う
し
た
彼
ら
身
体
鍛
錬
の
提
唱
者
の
企
図
は
、

ま
さ
し
く
「
健
康
的
な
身
体
」
の
獲
得
（
＝
生
権
力

イ
デ
オ
ロ
ギ
�
）
の
理
想
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
衛
生

学
的
な
価
値
観
（
健
康
な
身
体
＝「
美
人
」）
と
直
結

す
る
も
の
で
も
あ
�
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
文
化
的
ア
イ
コ
ン
を
題
材
に
し
た
先
の
多
く
の

「
身
体
鍛
錬
フ
�
ル
ム
」（
森
村
麻
紀
）
の
孕
む
イ
メ

�
ジ
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
初
期
映

画
の
持
つ
強
烈
な
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
性
と
ぴ
�
た
り

密
着
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
そ
れ
と
は
微
妙
に
異

な
る
政
治
的
な
効
果
を
担
い
、
ま
た
そ
れ
を
観
る
映

★
17　

http://youtu.be/m
IkL

ok-B
Y

Ik

★
18　

森
村
麻
紀
「
初
期
映
画
と
身
体
鍛
錬　
ア

メ
リ
カ
初
期
映
画
に
お
け
る
女
性
の
身
体
鍛
錬
表

象
を
中
心
に
」、
日
本
映
像
学
会
第
三
四
回
大
会

（
於
・
京
都
精
華
大
学
）
で
の
二
〇
〇
八
年
六
月

八
日
の
口
頭
研
究
発
表
に
基
づ
く
。

★
19　

ま
た
、
こ
の
サ
ン
ダ
ウ
に
強
い
影
響

を
受
け
た
出
版
人
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
マ
ク
フ
ァ

デ
ン
は
、
一
八
九
九
年
に
雑
誌
『P

hysical 

C
ulture

』
を
創
刊
し
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
と
栄
養

学
的
健
康
理
論
を
組
み
合
わ
せ
た
「
身
体
鍛

錬
」
の
提
唱
者
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
て
い

た
。John F. K

asson, H
oudini, Tarzan, 

and T
he P

erfect M
an: T

he W
hite M

ale 

B
ody and the C

hallenge of M
odernity 

in A
m

erica, H
ill and W

ang, 2002, 

pp.31-32.

ま
た
、
日
本
で
も
、
サ
ン
ダ
ウ
が

執
筆
し
た
と
さ
れ
る
『
サ
ン
ダ
ウ
体
力
養
生
法
』

と
い
う
書
物
の
翻
訳
が
一
九
〇
〇
年
に
、「
柔

道
」
の
創
始
者
・
加
納
治
五
郎
が
率
い
る
「
造
士

会
」
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
日
本
国
内
に
も

冷
水
浴
を
は
じ
め
と
す
る
大
々
的
な
「
健
康
ブ
ー

ム
」
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
翌
〇
二
年
に
は
、
結
核
を
患
い
、
同
年
九

月
に
没
す
る
俳
人
・
正
岡
子
規
が
遺
稿
『
病
牀
六

尺
』
の
中
で
、
サ
ン
ダ
ウ
の
ダ
ン
ベ
ル
（
亜
鈴
）

体
操
の
効
用
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
（
五
月
十
三

日
）。
正
岡
子
規
『
病
牀
六
尺
』
岩
波
文
庫
、
一

九
八
四
年
、
一
七
頁
。

★17　Sandow
 (THE STRONG MAN)
（YouTubeで見る）

http://youtu.be/mIkLok-BYIk
http://youtu.be/mIkLok-BYIk
http://t.co/mrrLZXg
http://t.co/mrrLZXg
http://t.co/mrrLZXg
http://t.co/mrrLZXg
http://t.co/HPf3Qn2
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画
観
客
の
近
代
的
身
体
の
あ
り
よ
う
に
も
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
学
と
性―
日
本
の
事
例

と
こ
ろ
で
、
表
象
装
置
と
し
て
の
初
期
映
画
が
、

そ
の
よ
う
な
近
代
産
業
社
会
特
有
の
権
力
シ
ス
テ
ム

（
規
律
訓
練
）
で
あ
る
臣
民
の
生
／
性
の
統
治
を
目
的

と
し
た
健
康
や
身
体
鍛
錬
へ
の
モ
チ
ベ
�
シ
�
ン
と

深
く
関
わ
り
、
ま
た
そ
れ
を
促
進
す
る
視
覚
メ
デ
�

ア
と
し
て
も
機
能
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
た
必
然

的
に
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る
「
医
学
的m

edical

」
な
関

心
と
も
結
び
つ
き
、
ま
た
他
方
で
、
社
会
的
・
認
識

論
的
性
差
＝「
セ
ク
シ
�
ア
リ
テ
�
」
の
問
題
と
の
繫

が
り
を
も
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

筆
者
が
専
門
と
す
る
日
本
映
画
の
事
例
を
出
そ
う
。

実
際
、
そ
も
そ
も
黎
明
期
の
映
画
フ
�
ル
ム
や
興
行

と
い
う
の
は
い
ま
だ
技
術
的
・
制
度
的
な
未
熟
さ
が

多
く
目
立
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
個
々
の
作
品
の
内
容
以

上
に
、
む
し
ろ
フ
�
ル
ム
そ
の
も
の
や
上
映
状
態
の

劣
悪
さ
の
ほ
う
が
は
る
か
に
深
刻
で
あ
�
た
。
そ
の

た
め
に
大
正
前
期
（
一
九
一
〇
年
代
）
の
映
画
を
め
ぐ

る
社
会
的
言
説
と
い
う
の
は
、
そ
の
内
容
の
煽
情
的

か
つ
俗
悪
な
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
性
（
見
世
物
性
）
よ

り
も
、そ
う
し
た
鑑
賞
行
為
じ
た
い
に
由
来
す
る
観
客

（
と
り
わ
け
外
的
刺
激
に
弱
い
受
動
的
存
在
と
し
て

の
児
童
）
の
身
体
へ
の
直
接
的
な
悪
影
響
（
視
力
の

低
下
や
脳
へ
の
刺
激
な
ど
）
を
憂
慮
す
る
声
が
き
わ

め
て
高
か
�
た
の
で
あ
る
。
前
回
も
参
照
し
た
社
会

学
者
の
権
田
保
之
助
は
、
当
時
の
児
童
映
画
観
客
の

生
理
的
な
悪
影
響
に
つ
い
て
仔
細
に
観
察
し
、
映
画

館
内
の
強
烈
な
光
線
や
明
暗
の
交
代
に
よ
る
「
瞬
動
」

（
フ
リ
�
カ
�
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
）、
古
フ
�
ル

ム
の
「
雨
」（
擦
り
切
れ
に
よ
る
縦
の
線
条
）
な
ど
が

子
供
た
ち
の
眼
の
疲
労
や
偏
頭
痛
を
惹
起
す
る
こ
と

を
警
戒
し
て
い
る
★
20
。
そ
し
て
、
当
時
の
教
育
行

政
は
、
映
画
館
に
行
く
児
童
に
対
す
る
視
力
検
査
な

ど
の
積
極
的
な
身
体
管
理
施
策
を
通
じ
て
、
こ
う
し

た
危
惧
の
声
に
応
え
て
い
た
の
で
あ
る
★
21
。
さ
ら
に
、

一
九
一
七
年
に
は
、
当
時
の
警
視
庁
が
定
め
た
法
令
で
、

映
画
館
は
観
客
席
を
男
女
別
に
区
分
け
す
る
よ
う
厳

し
く
規
制
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
映
画
（
あ
る

い
は
い
ま
だ
未
熟
な
物
語
映
画
）
の
、
観
客
身
体
に

チ
�
�
ニ
ン
グ
す
る
ア
ト
ラ
ク
テ
�
ヴ
な
受
容
空
間

に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
性
＝
セ
ク
シ
�
ア
リ
テ
�
の

機
微
を
敏
感
に
察
知
し
、
そ
れ
を
管
理
す
る
政
治
的

意
識
が
す
で
に
明
瞭
に
芽
生
え
て
い
た
わ
け
だ
。

「
症
状
」
と
し
て
の
映
画―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
初
期
映
画
と
近
代
医
学
、

そ
し
て
セ
ク
シ
�
ア
リ
テ
�
の
取
り
結
ん
だ
複
雑
か

つ
多
様
な
関
係
性
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年
、
初
期
映

画
と
社
会
史
に
関
す
る
ユ
ニ
�
ク
な
研
究
成
果
を
矢

★
20　

權
田
保
之
助
「
民
衆
娯
楽
問
題
」、『
權
田

保
之
助
著
作
集
』
第
一
巻
、
文
和
書
房
、
一
九
七

四
年
、
七
三
〜
七
四
頁
を
参
照
。

★
21　

例
え
ば
、
一
九
一
一
年
に
文
部
省
内
に
設

置
さ
れ
、
社
会
教
育
（
通
俗
教
育
）
の
観
点
か
ら

初
め
て
幻
燈
や
映
画
を
行
政
的
に
調
査
し
た
組
織

「
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
」
に
よ
る
施
策
提
言
な

ど
。
詳
し
く
は
、
牧
野
守
『
日
本
映
画
検
閲
史
』

パ
ン
ド
ラ
、
二
〇
〇
三
年
、
四
〇
〜
四
一
頁
を
参

照
。

http://t.co/SAe1Hh9
http://t.co/6yQo4fJ
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継
ぎ
早
に
発
表
し
て
い
る
若
い
映
画
研
究
者
の
松
谷

容
作
が
紹
介
す
る
興
味
深
い
事
例
を
瞥
見
し
て
お
こ

う
★
22
。

先
に
筆
者
は
日
本
映
画
史
の
領
域
で
、
初
期
映
画

の
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
シ
�
�
ク
作
用（
ア
ト
ラ
ク

シ
�
ン
）
の
身
体
的
・
生
理
的
悪
影
響
を
懸
念
す
る

映
画
知
識
人
の
言
説
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
う

や
ら
欧
米
の
状
況
で
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
�
た
よ
う

だ
。
松
谷
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
代
の

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
同
時
期
の
権
田
の
主
張
と

同
様
に
、
フ
リ
�
カ
�
か
ら
、
映
写
に
よ
る
強
い
光

の
持
続
そ
の
も
の
に
い
た
る
ま
で
、
映
画
が
喚
起
す

る
無
視
し
難
い
刺
激
や
振
動
の
数
々
が
ひ
と
び
と
に

深
刻
な
眼
の
疾
患
を
も
た
ら
す
こ
と
を
報
告
し
、
そ

れ
に
「
シ
ネ
マ
ト
フ
タ
ル
ミciném

atophtalm
ies

」

な
る「
病
名
」
ま
で
つ
け
て
し
ま
�
た
当
時
の
知
識
人

の
報
告
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
一
例
に
端
的
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
近
代
医
学

の
文
脈
に
お
い
て
は
、
映
画
と
い
う
新
し
い
メ
デ
�

ア
の
生
み
出
す
振
動
＝
刺
激
は
、
人
間
の
身
体
に
と

�
て
ネ
ガ
テ
�
ヴ
な
も
の
（
＝
病
）
と
し
て
看
做
さ

れ
て
い
た
。

だ
が
、
松
谷
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩
議
論
を
進

め
、
や
は
り
二
〇
世
紀
初
頭
以
来
、
近
代
医
学
の
重

要
な
関
心
の
的
と
な
�
て
き
た
ヒ
ス
テ
リ
�
研
究
の

動
向
に
注
目
し
、
世
紀
転
換
期
の
西
欧
社
会
に
お
い

て
、
映
画
が
重
篤
な
身
体
的
・
精
神
的
疾
患
を
引
き

起
こ
す
と
看
做
さ
れ
た
一
方
で
、
反
対
に
そ
れ
ら
を

治
療
す
る
効
果
を
も
備
え
た
両
義
的
な
「
器
具
」
と

し
て
大
衆
化
し
た
り
、
そ
の
効
用
が
真
剣
に
研
究

さ
れ
て
い
た
様
子
を
丹
念
に
跡
づ
け
て
い
く
。
例
え

ば
、
そ
こ
で
松
谷
が
映
画
の
刺
激
＝
振
動
、
す
な
わ

ち
身
体
的
な
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
効
果
と
類
比
的
に
取

り
上
げ
る
の
は
、
何
と
、
私
た
ち
現
代
人
が
一
般
的

に
、
女
性
に
対
す
る
代
表
的
な
性
具
と
し
て
用
い
て

い
る
「
ヴ
�
イ
ブ
レ
�
タ
」
の
発
す
る
刺
激
＝
振
動

で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
タ
＝
映
画
は

近
代
的
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
震
わ
せ
る

そ
も
そ
も
ジ
�
ン
ダ
�
研
究
者
の
荻
野
美
穂
に

よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
以
降
、
科
学
的
（
近
代
医
学

的
）
対
象
と
し
て
正
式
に
言
説
化
さ
れ
て
い
�
た
ヒ

ス
テ
リ
�
（
神
経
症
）
は
、
そ
の
後
半
か
ら
急
速
に
、

（「
偽
」＝
仮
病
の
ヒ
ス
テ
リ
�
も
含
め
て
）
女
性
と

い
う
セ
ク
シ
�
ア
リ
テ
�
に
強
固
に
結
び
つ
け
ら
れ

て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
�
た
と
い
う
（『
ジ
�
ン
ダ
�

化
さ
れ
る
身
体
』）。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
大
衆

的
な
女
性
の
ヒ
ス
テ
リ
�
言
説
（「
ヒ
ス
テ
リ
�
ク
・

ウ
�
マ
ン
」
言
説
）
に
お
い
て
は
、
産
婆
や
医
師
に

よ
る
、
卵
巣
や
子
宮
、
ク
リ
ト
リ
ス
な
ど
の
摘
出

術
の
ほ
か
、
女
性
器
周
辺
部
の
間
歇
的
な
マ
�
サ
�

ジ
に
よ
�
て
、
患
者
た
ち
の
性
的
快
感
（
オ
ル
ガ
ス

ム
）
を
ほ
ど
よ
く
喚
起
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
な
治
療

★
22　

松
谷
容
作
「
震
え
る
イ
メ
ー
ジ
、
硬
直
す

る
身
体
―
19
世
紀
末
〜
20
世
紀
初
頭
に
お
け
る
映

像
と
医
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」、『
映

像
学
』
第
八
四
号
、
日
本
映
像
学
会
、
二
〇
一
〇

年
、
三
八
〜
五
八
頁
。

http://jasias.jp/journal/image_arts_sciences/back_issues_ias
http://jasias.jp/journal/image_arts_sciences/back_issues_ias
http://jasias.jp/journal/image_arts_sciences/back_issues_ias
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法
の
一
環
と
し
て
実
に
も
�
と
も
ら
し
く
議
論
さ
れ

て
い
た
。
そ
し
て
、
す
な
わ
ち
、
ヴ
�
イ
ブ
レ
�
タ

も
、
そ
う
し
た
女
性
に
対
す
る
性
的
マ
�
サ
�
ジ
を

医
師
た
ち
が
効
率
よ
く
簡
便
に
行
う
た
め
に
開
発
さ

れ
た
正
当
な
「
医
療
器
具

0

0

0

0

」
の
一
つ
だ
�
た
の
で
あ
る

（
そ
れ
ば
か
り
か
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
大
衆
雑

誌
な
ど
で
の
喧
伝
を
通
じ
て
、
ヴ
�
イ
ブ
は
紳
士
が

女
性
に
贈
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
広
く
一
般
化
し
て

い
た
）。
こ
の
、
現
在
の
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
の
趣
味
の

悪
い
設
定
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
�
た
か
の
よ
う
な
、
噓

の
よ
う
な
「
ヴ
�
イ
ブ
治
療
」
の
史
実
は
、
フ
�
ミ

ニ
ス
ト
な
ら
ず
と
も
、
当
時
の
西
欧
社
会
に
お
け
る

男フ

ア

ロ

セ

ン

ト

リ

ツ

ク

根
中
心
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
�
布
置
の
歴
史
性

に
つ
い
て
思
い
を
い
た
さ
ず
に
は
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
論
の
文
脈
か
ら
重
要
な
の
は
、

松
谷
の
以
下
の
よ
う
な
指
摘
だ
ろ
う
。「
周
知
の
通
り
、

映
画
は
、
小
さ
な
フ
�
ト
グ
ラ
ム
の
連
続
を
動
き
と

停
止
の
間
欠
運
動
に
よ
�
て
投
射
す
る
こ
と
に
よ
り

可
能
と
な
る
。﹇
中
略
﹈
そ
し
て
映
画
の
観
客
は
、
機

械
に
よ
�
て
も
た
ら
さ
れ
た
そ
う
し
た
振
動
の
連
続

を
た
だ
た
だ
享
受
し
同
調
し
、﹇
註
：
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
﹈

タ
ル
ド
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
催
眠
状
態
に
陥
る
の

で
あ
る
。
私
は
、
こ
こ
に『
偽
』
ま
た
は
軽
度
の
ヒ
ス

テ
リ
�
症
治
療
と
映
画
の
間
に
あ
る
類
似
関
係
を
見

い
出
す
。
つ
ま
り
、『
偽
』
の
ヒ
ス
テ
リ
�
を
も
つ
身

体
が
、
ヴ
�
イ
ブ
レ
�
タ
＝
機
械
が
与
え
る
振
動
と

の
同
期
に
よ
�
て
、
催
眠
状
態
に
陥
い
る
の
と
同
様

に
、
映
画
の
観
客
も
映
写
機
＝
機
械
が
生
み
出
す
微

細
な
運
動
と
の
同
期
に
よ
�
て
、
催
眠
状
態
へ
と
向

か
う
の
で
あ
る
」
★
23
。

こ
こ
で
要
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
女
性
の
ヒ
ス
テ
リ
�
治
療
に

用
い
ら
れ
た
ヴ
�
イ
ブ
振
動
＝
刺
激
に
よ
る
患
者
の

身
体
＝
性
器
へ
の
神
経
刺
激
や
痙
攣
誘
導
の
試
み
は
、

そ
の
後
、
同
じ
よ
う
に
ア
ト
ラ
ク
テ
�
ヴ
（
神
経
刺

激
的
）
な
表
象
と
受
容
性
を
備
え
て
大
衆
の
中
に
登

場
し
て
き
た
映
画
と
パ
ラ
レ
ル
な
認
識
論
的
布
置
の

中
に
置
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
ヒ

ス
テ
リ
�
の
女
性
患
者
を
「
健
康
」
に
す
る
ヴ
�
イ

ブ
が
発
明
さ
れ
た
の
が
、
先
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
で
「
身

体
鍛
錬
」「
健
康
」
ブ
�
ム
が
沸
き
起
こ
り
始
め
た
一

八
八
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ
�
た
と
い
う
事
実
を

忘
れ
ず
に
附
記
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
に

は
、
紛
れ
も
な
く
両
者
の
時
代
的
連
動
性
が
横
た
わ

�
て
い
る
。
実
際
、
例
え
ば
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
熱

烈
な
「
ヴ
�
イ
ブ
レ
�
タ
主
義
者
」
の
医
師
た
ち
の

中
に
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
現
代
の
私
た
ち
に
も

実
に
馴
染
み
深
い
、
ア
メ
リ
カ
の
篤
実
な
外
科
医
ジ

�
ン
・
ハ
�
ヴ
�
イ
・
ケ
ロ
�
グ
の
名
前
も
含
ま
れ

て
い
た
の
だ
か
ら―

そ
う
、
大
手
シ
リ
ア
ル
食
品

会
社
「
ケ
ロ
�
グ
」
の
共
同
創
設
者
で
、
健
康
食
品

の
代
名
詞
「
グ
ラ
ノ
�
ラ
」
や
「
コ
�
ン
フ
レ
�
ク
」

の
考
案
者
の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
あ
の
ケ
ロ

�
グ
、
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
二
〇
世
紀

初
頭
の
無
数
の
固
有
名
の
重
な
り
を
介
し
て
、「
健

康
」
や
「
セ
ク
シ
�
ア
リ
テ
�
」
と
い
�
た
生
権
力

的
問
題
系
を
媒
介
に
し
た
初
期
映
画
期
の
イ
メ
�
ジ

★
23　

同
前
、
四
三
〜
四
四
頁
。
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の
観
客
身
体
と
の
独
特
の
認
識
論
的
な
ネ
�
ト
ワ
�

ク
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

＊

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
の
身
体
性

そ
れ
で
は
、
だ
と
す
れ
ば
、
次
に
私
た
ち
は
、
そ

う
し
た
初
期
映
画
期
の
展
開
と
の
照
応
関
係
を
、
再

び
現
代
の
映
像
環
境
（
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
）
の
中
に

見
出
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、

以
上
の
初
期
映
画
環
境
に
見
て
き
た
よ
う
な
、
観
客

身
体
の
生
理
的
反
応
シ
ス
テ
ム
や
、
そ
の
微
細
な
刺

激
＝
振
動
の
運
動
知
覚
、
ま
た
、
生
権
力
や
セ
ク
シ

�
ア
リ
テ
�
の
介
入
と
い
�
た
諸
要
素
を
考
慮
す

る
時
、
現
代
の
映
像
に
よ
る
大
衆
的
な
身
体
管
理
や

ポ
ル
ノ
メ
デ
�
ア
の
存
在
が
ク
ロ
�
ス
ア
�
プ
さ
れ

て
く
る
こ
と
は
半
ば
必
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

以
下
で
は
、
現
代
の
代
表
的
な
ポ
ル
ノ
メ
デ
�
ア
で

あ
る
「
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
」（
Ａ
Ｖ
）
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
ジ
�
ン
ル
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
批
評
家

と
し
て
は
門
外
漢
な
が
ら
も
以
前
か
ら
繰
り
返
し
断

続
的
に
論
じ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
む
ろ

ん
そ
れ
が
筆
者
の
考
え
る
現
代
の
映
像
圏
シ
ス
テ
ム

の
構
造
や
歴
史
と
も
き
わ
め
て
明
瞭
な
姿
で
通
底
し

て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
、
こ
の

男
性
中
心
の
マ
ス
タ
�
ベ
�
シ
�
ン
に
特
化
し
た
き

わ
め
て
プ
ラ
ク
テ
�
カ
ル
な
ポ
ル
ノ
ソ
フ
ト
に
せ
よ
、

一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
登
場
か
ら
す
で
に
三
〇
年
も

の
決
し
て
短
く
は
な
い
歴
史
を
持
�
て
お
り
、
近
年

で
は
現
代
日
本
の
映
像
文
化
の
一
角
を
占
め
る
重
要

な
ジ
�
ン
ル
と
し
て
広
い
分
野
か
ら
注
目
を
集
め
始

め
て
い
る
と
も
い
�
て
よ
い
★
24
。

　

何
に
せ
よ
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
Ａ
Ｖ
で
提
示
さ

れ
る
映
像
は
、
と
り
わ
け
二
一
世
紀
以
降
、
通
常
の

物
語
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
い
�
た
隣
接
諸
ジ
�

ン
ル
に
見
ら
れ
る
、「
物
語
的
」
な
連
続
性
や
ま
と
ま

り
を
極
限
ま
で
削
ぎ
落
と
し
、
演
者
同
士
の（
擬
似
＝

演
技
も
含
ん
だ
）
性
的
行
為
の
記
録
に
特
化
し
た
断

片
的
で
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
的
な
フ
�
テ
�
ジ
を
特
徴

と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
お
そ
ら
く
九
〇
年
代
以
降

と
い
�
て
よ
い
だ
ろ
う
、
芸
能
タ
レ
ン
ト
と
も
大
差

な
い
美
少
女
単
体
Ａ
Ｖ
女
優
の
「
ア
イ
ド
ル
化
」（
キ

�
ラ
化
）
の
趨
勢
や
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
「
Ｄ

Ｖ
Ｄ
化
」
に
よ
る
チ
�
プ
タ
�
選
択
機
能
の
登
場
が

可
能
に
し
た
、
さ
ら
な
る
「
反
物
語
性
」
の
傾
向
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
現
代
の
徹
底
的
に
「
動
物
化
」

（
東
浩
紀
）
し
た
文
化
状
況
を
端
的
に
形
象
化
し
て

い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
う
★
25
。

と
も
か
く
、
そ
う
し
た
Ａ
Ｖ
の
性
質
に
は
、
容
易

に
初
期
映
画
の
表
象
空
間
と
の
親
近
性
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
イ
メ
�
ジ
の
持
つ
端
的

★
24　

例
え
ば
、
映
像
以
外
の
分
野
で
い
え
ば
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
派
の
現
代
作
家
と
し
て
知
ら
れ

る
高
橋
源
一
郎
は
、
長
編
『
あ
・
だ
・
る
・
と
』

（
九
九
年
）
以
来
、
一
貫
し
て
Ａ
Ｖ
に
強
い
関
心

を
抱
い
て
お
り
、『
日
本
文
学
盛
衰
史
』（
〇
一

年
）、『
性
交
と
恋
愛
に
ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の

物
語
』（
〇
五
年
）
な
ど
の
諸
作
品
の
重
要
な
モ

テ
ィ
ー
フ
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

彼
は
、
平
野
勝
之
監
督
の
『
昼
下
が
り
の
乱
れ
妻

た
ち
』
シ
リ
ー
ズ
（
九
八
〜
九
九
年
）
や
、
人
気

女
優
・
金
沢
文
子
主
演
の
『
愛
し
ち
ゃ
っ
た
の

よ
』（
九
八
年
）
な
ど
の
実
際
の
Ａ
Ｖ
に
も
監
督

や
ゲ
ス
ト
出
演
者
と
し
て
参
加
し
、
話
題
を
呼
ん

だ
。

http://t.co/aqRxSuz
http://t.co/8jG5dOk
http://t.co/qvkCHcm
http://t.co/qvkCHcm
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な
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
性
や
非
物
語
性
、
ま
た
、―

現
代
の
ゲ
�
ム
や
一
九
世
紀
末
の
ヴ
�
イ
ブ
レ
�
タ

の
よ
う
に―
性
行
為
の
「
映
像
」
＝
潜
勢
的
な
領

域
と
、
そ
の
受
容
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
あ
る
Ａ
Ｖ

ユ
�
ザ
の
現
勢
的
な
「
身
体
」
の
領
域
と
が
、
相
互

循
環
的
に
Ａ
Ｖ
全
体
の
記
号
的
な
リ
ア
リ
テ
�
を
組

織
し
て
い
る
と
い
う
徹
頭
徹
尾
現
前
的
・
事
実
的
な

特
徴
な
ど
に
お
い
て
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
ユ
�

ザ
の
身
体
の
細
か
な
生
理
的
刺
激
＝
振
動
の
反
応
回

路
が
、
ほ
と
ん
ど
シ
�
ム
レ
ス
に
映
像
内
の
演
者
た

ち
の
刺
激
＝
振
動
と
、
ま
さ
に
「
催
眠
的
」
に
同
化

し
て
い
く
よ
う
な
演
出
や
構
成
が
採
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
Ａ
Ｖ
を
、
現
代
に
お
い
て
初
期
映
画
の
身
体

性
の
最
も
正
統
的
な
継
承
者
と
し
て
看
做
す
こ
と
を

可
能
に
も
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

九
〇
年
代
企
画
も
の
Ａ
Ｖ
の
可
能
性

―

「
Ｖ
＆
Ｒ
系
」
の
映
像
圏
的
射
程

と
は
い
え
、
こ
こ
で
筆
者
が
Ａ
Ｖ
に
注
目
し
て
い

る
の
は
、
実
は
今
回
の
原
稿
の
主
題
で
あ
る
初
期

映
画
的
表
象
空
間
や
「
観
客
性
」（
身
体
性
）
と
の

関
係
性
だ
け
か
ら
で
は
な
い
。
私
た
ち
は
、
Ａ
Ｖ
か

ら
、
も
�
と
広
く
現
代
の
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
そ
の
も

の
の
問
題
に
連
な
る
興
味
深
い
別
の
位
相
を
切
り
出

し
、
こ
れ
ま
で
の
本
論
の
議
論
と
き
わ
め
て
有
機
的

に
接
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
よ
う
す
る
に

Ａ
Ｖ
は
、
現
代
の
映
像
圏
的
環
境
や
そ
の
独
特
の
表

象
空
間―

い
う
ま
で
も
な
く
、
第
一
回
で
検
討
し

た
よ
う
な
、
撮
影
機
材
の
「
モ
バ
イ
ル
化
」
や
「
シ

ス
テ
ム
化
」、
あ
る
い
は
、
そ
こ
で
撮
ら
れ
る
「
擬
似

ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
」
な
イ
メ
�
ジ
と
い
う
も
の

を
、
日
本
の
文
脈
に
お
い
て
き
わ
め
て
先
駆
的
か
つ

ラ
デ
�
カ
ル
に
実
装
し
た
ジ
�
ン
ル
で
あ
�
た
。
ま

た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
日
本
の
映
像
文
化

に
お
い
て
、
Ａ
Ｖ
は
、
単
な
る
ポ
ル
ノ
で
あ
る
以
上

に
複
雑
か
つ
多
様
な
裾
野
を
持
ち
、
か
つ
日
本
映
画

に
も
き
わ
め
て
本
質
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
現
代
日
本
に
お
け
る
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の

成
立
過
程
を
考
え
る
に
は
、
Ａ
Ｖ
の
検
討
は
必
要
不

可
欠
な
作
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
こ
れ
ま
で
の
映
画
（
映
像
）
関
連
の
一

般
的
な
批
評
言
説
に
お
け
る
Ａ
Ｖ
へ
の
言
及
の
多
く
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
Ａ
Ｖ
と
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
手

法
と
の
関
係
性
と
い
う
点
も
含
め
て
、
お
よ
そ
九
〇

年
代
の
「
企
画
も
の
」
Ａ
Ｖ―
そ
れ
も
、
一
九
八

六
年
か
ら
現
在
ま
で
、
カ
ン
パ
ニ
�
松
尾
、
バ
ク
シ

�
シ
山
下
、
平
野
勝
之
と
い
�
た
個
性
的
な
監
督
を

擁
し
、
企
画
も
の
Ａ
Ｖ
の
問
題
作
を
一
貫
し
て
数
多

く
製
作
し
続
け
て
い
る
Ａ
Ｖ
メ
�
カ
�
「
Ｖ
＆
Ｒ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
」（
以
下
、「
Ｖ
＆
Ｒ
」
と
略
）
の
ソ
フ

ト
群
に
関
す
る
も
の
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
う
し
た
言
説
の

★
25　

例
え
ば
、
Ａ
Ｖ
女
優
の
「
ア
イ
ド
ル
化
」

＝
「
キ
ャ
ラ
立
ち
」
の
戦
略
で
い
え
ば
、
現
在
、

『
お
ね
が
い
！
マ
ス
カ
ッ
ト
』（
〇
八
〜
〇
九
年
）

か
ら
始
ま
る
一
連
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
活
躍
す
る
、

蒼
井
そ
ら
、
麻
美
ゆ
ま
、
吉
沢
明
歩
、
R
i
o

ら
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
〈
恵
比
寿
マ
ス
カ
ッ

ツ
〉
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
演
出
が
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
お
ね
が
い
！
マ
ス
カ
ッ
ト
』

シ
リ
ー
ズ
の
総
合
演
出
を
手
掛
け
る
テ
レ
ビ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
マ
ッ
コ
イ
斎
藤
は
、『
極
楽
と
ん
ぼ

の
テ
レ
ビ
不
適
合
者
』（
〇
四
年
）
や
『
我
々
は

有
吉
を
訴
え
る
〜
謎
の
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
全
記
録
』

（
〇
八
年
）、『
上
島
ジ
ェ
ー
ン
』（
〇
九
年
）
な
ど

の
独
特
の
擬
似
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
製
作
し
て

い
る
こ
と
に
も
注
意
せ
よ
。
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代
表
的
な
事
例
が
、『
Ａ
Ｖ
原
論
』（
九
八
年
）
と
い

う
先
駆
的
か
つ
「
異
様
」
な
Ａ
Ｖ
論
を
も
の
し
て
も

い
る
サ
ブ
カ
ル
チ
�
�
評
論
家
で
詩
人
の
阿
部
嘉
昭

に
よ
る
近
年
の
議
論
だ
ろ
う
★
26
。

ま
ず
「
企
画
も
の
」
と
は
、
八
〇
年
代
以
降
の
Ａ

Ｖ
の
主
要
路
線
を
形
成
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
美

少
女
単
体
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
ソ
フ
ト
な
ポ

ル
ノ
作
品
へ
の
一
種
の
シ
ニ
カ
ル
な
対
抗
軸
と
し
て

登
場
し
た
イ
ン
デ
�
�
ズ
系
ジ
�
ン
ル
で
、
Ａ
Ｖ
本

来
の
価
値
基
準
で
あ
る
女
優
の
容
姿
に
拘
ら
ず
、
文

字
通
り
ソ
フ
ト
の
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」（
企
画
内
容
）
そ

の
も
の
の
奇
抜
さ
や
特
殊
性
を
売
り
に
し
た
Ａ
Ｖ
の

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
�
て
、
そ
れ
ら
は
必
然
的
に
、

あ
る
特
殊
な
趣
味
嗜
好
（
消
費
者
層
）
や
、
作
り
手

（
監
督
）
個
人
の
先
鋭
な
表
現
志
向
に
特
化
し
た
ラ

デ
�
カ
ル
な
内
容
に
傾
斜
し
が
ち
で
あ
り
、（
か
つ
て

の
ピ
ン
ク
映
画
や
一
時
期
の
美
少
女
ゲ
�
ム
な
ど
の

よ
う
に
）
そ
こ
か
ら
時
と
し
て
、
Ａ
Ｖ
フ
�
ン
以
外

の
観
客
の
注
目
を
も
集
め
う
る
特
異
な
映
像
作
品
が

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
Ｖ
＆
Ｒ
は
、

そ
う
し
た
数
あ
る
企
画
も
の
レ
�
ベ
ル
の
中
で
も
、

斬
新
な
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
や
セ
ル
フ
・
ド
キ

�
メ
ン
タ
リ
�
の
ソ
フ
ト
を
量
産
す
る
な
ど
、
き
わ

め
て
独
特
な
ポ
ジ
シ
�
ン
を
占
め
続
け
、
と
り
わ
け

彼
ら
が
九
〇
年
代
に
製
作
し
た
Ａ
Ｖ
ソ
フ
ト
は
、
現

在
、
阿
部
を
は
じ
め
多
く
の
映
画
関
係
者
に
よ
�
て

注
目
を
集
め
始
め
て
い
る
わ
け
だ
。

「
Ｖ
＆
Ｒ
系
」
の
擬
似
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム

例
え
ば
、
バ
ク
シ
�
シ
山
下
は
、
そ
の
監
督
デ
ビ

�
�
作
に
し
て
Ｖ
＆
Ｒ
系
Ａ
Ｖ
の
代
表
作
の
一
つ
と

看
做
さ
れ
て
い
る
問
題
作
『
女に

よ

犯は
ん

』
を
一
九
九
〇
年

に
発
表
し
、
大
き
な
物
議
を
醸
す
。
す
で
に
少
な
か

ら
ぬ
論
者
が
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
★
27
、
こ
の
シ

リ
�
ズ
化
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
は
、
逃
げ
場
の
な
い
密
室
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
出
演
女
性
が
、
監
督
か
ら
「
女
性

に
何
を
し
て
も
よ
い
」
と
指
示
さ
れ
た
多
数
の
変
質

者
男
性
に
よ
�
て
凄
惨
な
凌
辱
行
為
を
受
け
続
け
る

と
い
う
ハ
�
ド
レ
イ
プ
系
の
作
品
で
あ
る
。
作
中
で

は
、
筆
者
自
身
は
つ
ね
に
正
視
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
残
酷
な
描
写
が
続
い
て
い
き
、
女
性
は
本
当
に
錯

乱
し
、
最
後
に
は
精
神
障
害
さ
え
も
き
た
し
て
い
る

よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
こ
う
し
た
ハ
�
ド
な
内
容
か

ら
本
作
は
発
売
後
に
フ
�
ミ
ニ
ス
ト
団
体
か
ら
激
し

い
糾
弾
を
浴
び
る
こ
と
に
な
�
た
。
し
か
し
、
本
作

が
単
な
る
マ
チ
ズ
モ
に
留
ま
ら
な
い
批
評
性
を
備
え

て
い
る
と
い
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
数
々
の
男
性
に

よ
る
異
常
な
凌
辱
行
為
の
す
べ
て
が
、
実
際
は
事
前

0

0

に
女
性
の
完
全
な

0

0

0

0

0

0

0

「
了
承

0

0

」
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

★
26　

例
え
ば
、阿
部
嘉
昭
「
フ
ェ
イ
ク
ド
キ
ュ
、

ネ
ッ
ト
時
代
の
映
画
的
リ
ア
ル
」、「
ユ
リ
イ
カ
」

九
月
号
、
青
土
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
九
七
〜
二

〇
二
頁
、
及
び
同
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て

の
ア
ダ
ル
ト
・
ビ
デ
オ
」、
黒
沢
清
他
編
『
日
本

映
画
は
生
き
て
い
る　

第
七
巻　

踏
み
越
え
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、

二
〇
五
〜
二
三
五
頁
な
ど
を
参
照
。

★
27　

例
え
ば
、
前
掲
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と

し
て
の
ア
ダ
ル
ト
・
ビ
デ
オ
」、
二
二
〇
〜
二
二

一
頁
。
ま
た
、
社
会
学
者
の
宮
台
真
司
や
マ
ン
ガ

評
論
家
の
藤
本
由
香
里
は
、
ソ
フ
ト
発
売
直
後
か

ら
し
ば
し
ば
本
作
に
言
及
し
、
バ
ク
シ
ー
シ
側
を

擁
護
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

http://t.co/1cjIpxl
http://t.co/1cjIpxl
http://t.co/f7gtpzi
http://t.co/f7gtpzi
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の
で
あ
り

0

0

0

0

、
む
し
ろ
男
性
側
の
ほ
う
が
そ
う
し
た
女

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

性
の

0

0

「
演
技

0

0

」
を
ま
�
た
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
�

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

と
い
う
き
わ
め
て
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
な

趣
向
が
隠
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
�
た
。

山
下
の
手
掛
け
る
ソ
フ
ト
が
こ
う
し
た
「
屈
折
し

た
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
カ
ン
パ
ニ
�
松
尾
の
持
つ
作
風
の
あ
る

種
の
素
朴
さ
・
ナ
イ
�
ヴ
さ
は
そ
れ
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
彼
は
、
一
九
九
一
年
に
自
身
の
代
表
作
『
実
録

素
人
ド
キ
�
メ
ン
ト　

私
を
女
優
に
し
て
下
さ
い
』

を
発
表
す
る
が
、
こ
れ
は
、
地
方
都
市
在
住
Ａ
Ｖ
出

演
志
望
の
女
性
の
も
と
へ
松
尾
が
キ
�
メ
ラ
片
手
に

赴
き
、
自
ら「
ハ
メ
撮
り
」（
女
優
と
セ
�
ク
ス
を
し
な

が
ら
撮
影
す
る
こ
と
）
を
す
る
と
い
う
企
画
で
、
当

時
は
ま
だ
開
発
さ
れ
た
ば
か
り
だ
�
た
ハ
メ
撮
り
テ

ク
ニ
�
ク
を
大
胆
に
導
入
し
、
い
わ
ば
「
素
人
俳
優

を
起
用
し
た
セ
ル
フ
・
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
／
ロ
�

ド
・
ム
�
ヴ
�
�
」
と
も
い
う
べ
き
世
界
観
を
確
立

し
て
い
く
★
28
。

そ
し
て
、
か
た
や
八
〇
年
代
に
「
ぴ
あ
フ
�
ル
ム

フ
�
ス
テ
�
バ
ル
」（
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
の
常
連
入
選
者
と
し

て
名
を
馳
せ
て
い
た
自
主
映
画
畑
出
身
の
平
野
勝
之

も
ま
た
、
同
時
期
に
Ｖ
＆
Ｒ
で
『
水
戸
拷
悶　

大
江

戸
引
き
回
し
』（
九
二
年
）
な
ど
の
実
験
映
画
と
ポ
ル

ノ
の
文
脈
を
掛
け
合
わ
せ
た
よ
う
な
数
多
く
の
問
題

作
を
撮
�
た
あ
と
、
九
〇
年
代
後
半
に
は
、
Ａ
Ｖ
を

再
編
集
し
た
長
編
セ
ル
フ
・
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
映

画
『
由
美
香
』（
九
七
年
）、『
流
れ
者
図
鑑
』（
九
八

年
）、
そ
し
て
『
白　

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
』（
九
九

年
）
の
「
自
転
車
三
部
作
」
を
相
次
い
で
劇
場
公
開

し
、『
白
』
に
い
た
�
て
は
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
に

正
式
出
品
さ
れ
る
な
ど
、
批
評
家
筋
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
る
ま
で
に
な
る
。
こ
う
し
て
九
〇
年
代
を
通

じ
、
Ｖ
＆
Ｒ
系
の
Ａ
Ｖ
ソ
フ
ト
は
、
一
方
で
セ
ル
フ
・

ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
や
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
と

い
�
た
手
法
を
先
駆
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

独
特
の
「
映
像
圏
的
」
な
リ
ア
リ
テ
�
を
着
々
と
構

築
し
て
い
き
、
他
方
で
そ
れ
は
当
時
の
日
本
映
画
や

現
代
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
の
文
脈
と
も
密
接
に
連
動

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
阿
部
は
九
〇
年
代

日
本
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
の
文
脈
と
絡
め
な
が
ら
次

の
よ
う
に
敷
衍
し
て
い
る
。

映
画
で
い
え
ば
、
九
〇
年
代
は
左
翼
的
正
義

に
立
脚
す
る
「
客
観
的
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
」
が

そ
の
製
作
体
制
存
続
の
困
難
か
ら
ほ
ぼ
破
産
を
つ

き
つ
け
ら
れ
た
時
期
だ
�
た
。
そ
こ
に
撮
影
機
材

の
小
型
化
・
機
動
化
が
付
帯
し
、
ド
キ
�
メ
ン
タ

リ
�
の
趨
勢
は
、
個
人
撮
影
や
小
規
模
撮
影
に
よ

る
主
観
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
。

﹇
中
略
﹈
対
象
の
発
話
を
引
き
出
す
イ
ン
タ
ビ
�

�
そ
の
も
の
が
客
観
的
公
平
を
阻
ん
で
い
て
、
む

し
ろ
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
と
は
場
に
臨
む
者
の
主

観
に
よ
�
て
場
が
変
化
す
る
姿
を
そ
の
ま
ま
捉
え

★
28　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
松
尾
は
す

で
に
後
に
実
際
の
恋
人
と
な
る
〇
五
年
に
急
逝
し

た
伝
説
的
Ａ
Ｖ
女
優
・
林
由
美
香
を
主
演
に
し
た

『
硬
式
ペ
ナ
ス
』（
八
九
年
）
に
お
い
て
、
Ａ
Ｖ
に

セ
ル
フ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
手
法
を
導
入
し

て
い
る
。
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る
こ
と
だ
と
す
る
企
画
も
の
Ａ
Ｖ
の
立
場
の
ほ
う

が
、
例
外
条
件
を
考
察
す
る
必
要
も
な
く
、
今
日

的
と
い
え
る
だ
ろ
う
。﹇
中
略
﹈ 

故
・
佐
藤
真
の
ド

キ
�
メ
ン
タ
リ
�
が
撮
影
主
体
の
透
明
性
を
遵
守

し
よ
う
と
し
て
境
界
設
定
的
だ
�
た
の
に
た
い
し
、

い
ま
名
前
を
挙
げ
た
面
々
﹇
註
：
平
野
勝
之
、
カ
ン

パ
ニ
�
松
尾
、
松
江
哲
明
﹈
は
す
べ
て
「
無
境
界
的
」

「
介
入
的
」
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
既
存
性
を
た
え
ず

突
破
で
き
る
運
動
能
力
を
も
、
も
�
て
い
た
の
だ

�
た
。
★
29

お
そ
ら
く
こ
こ
で
阿
部
が
具
体
的
に
念
頭
に
置
い

て
い
る
の
は
、
九
〇
年
代
の
日
本
の
映
画
界
に
雨
後

の
筍
の
よ
う
に
叢
生
し
た
セ
ル
フ
・
ド
キ
�
メ
ン
タ

リ
�
作
品
の
流
行
現
象
と
、
そ
の
セ
ル
フ
・
ド
キ
�

メ
ン
タ
リ
�
の
孕
む
「
主
題
先
行
主
義
」
や
作
家
の

問
題
意
識
の
極
私
性
（
社
会
性
の
な
さ
）
を
痛
烈
に

批
判
し
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
ド
キ
�
メ
ン

タ
リ
�
映
画
作
家
・
佐
藤
真
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
セ
ル

フ
・
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
論
争
」
に
い
た
る
顚
末
だ

ろ
う
。
と
は
い
え
、
や
は
り
興
味
深
い
の
は
、
こ
の

阿
部
の
九
〇
年
代
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
と
九
〇
年
代

Ａ
Ｖ
の
構
造
的
共
通
性
を
指
摘
す
る
記
述
が
、
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ

う
な
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
と
観
客
性
の
問
題
系
の
内
実

に
通
じ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
地
点
に
お
い
て
、
Ａ

Ｖ
が
現
代
の
映
画
／
映
像
文
化
に
本
質
的
な
影
響
を

与
え
う
る
位
置
に
あ
�
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
必
然

的
で
あ
�
た
と
思
わ
れ
る
。

 八
〇
年
代
／
初
期
Ａ
Ｖ
の
映
像
圏
性

と
は
い
え
、
以
上
の
よ
う
な
現
代
映
画
と
Ａ
Ｖ
と

の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
関
係
に
つ
い
て
の
現
在
の
言

説
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
九
〇
年
代
Ｖ
＆
Ｒ
系
Ａ

Ｖ
の
話
題
に
特
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
は
、

実
は
そ
れ
以
前
の
草
創
期
の
八
〇
年
代
Ａ
Ｖ
の
動
向

や
成
立
背
景
に
も
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

だ（
こ
れ
を
お
望
み
な
ら
ば
、
初
期
映
画
に
仮
託
し
て

「
初
期
Ａ
Ｖ
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
だ
ろ
う
）。

ど
う
い
う
こ
と
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
で
そ
の

興
味
深
い
経
緯
の
詳
述
は
ま
ま
な
ら
な
い
が
、
そ
も

そ
も
Ａ
Ｖ
史
研
究
・
評
論
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら

れ
る
ラ
イ
タ
�
の
藤
木
Ｔ
Ｄ
Ｃ
が
そ
の
労
著
で
詳
細

に
跡
づ
け
て
い
る
よ
う
に
★
30
、
ま
ず
八
〇
年
代
初

頭
の
日
本
に
お
け
る
Ａ
Ｖ
の
誕
生
は
、
そ
れ
以
前
の

第
二
次
大
戦
後
に
各
国
で
始
ま
る
本
格
的
な
Ｖ
Ｔ
Ｒ

開
発
事
業
と
、
七
〇
年
代
に
お
け
る
そ
の
日
本
市
場

に
よ
る
独
占
と
い
う
事
態
に
強
力
に
ア
シ
ス
ト
さ
れ

て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
映
像
文

化
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
化
＝「
モ
バ
イ
ル
化
」「
コ
ミ

★
29　

前
掲
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
の
ア

ダ
ル
ト
・
ビ
デ
オ
」、
二
一
六
〜
二
一
八
頁
、﹇　

﹈

内
引
用
者
。

★
30　

藤
木
Ｔ
Ｄ
Ｃ
『
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
革
命

史
』
幻
冬
舎
新
書
、
二
〇
〇
九
年
。
ま
た
、
同

「
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
通
史
」、『
洋
泉
社
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

昭
和
・
平
成
Ａ
Ｖ
風
雲
録
』
洋
泉
社
、
二
〇
一
〇

年
所
収
な
ど
も
参
照
。

http://t.co/ha9EmZP
http://t.co/ha9EmZP
http://t.co/vISD3yD
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�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
化
」
を
必
須
の
背
景
と
す
る
映
像

圏
シ
ス
テ
ム
の
日
本
で
の
展
開
に
と
�
て
き
わ
め
て

根
源
的
な
意
味
を
担
�
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て

よ
り
興
味
深
い
の
は
、
そ
う
し
た
一
方
で
の
ハ
�
ド

ウ
�
ア
の
確
立
が
、
他
方
の
ソ
フ
ト
の
技
術
的
な
側

面
に
お
い
て
は
、
八
〇
年
代
に
登
場
し
た
初
期
Ａ
Ｖ

の
ス
タ
イ
ル
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
、
ほ
か
な
ら
ぬ

「（
擬
似
）
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
」
な
手
法
を
後
押

し
も
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
Ａ

Ｖ
は
何
も
九
〇
年
代
の
Ｖ
＆
Ｒ
系
だ
け
で
な
く
、
そ

の
初
期
か
ら
濃
密
に
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
な

存
在
で
あ
�
た
の
だ
。

例
え
ば
、
と
も
に
最
初
期
の
Ａ
Ｖ
を
代
表
す
る
傑

作
ソ
フ
ト
と
い
わ
れ
る
『
ド
キ
�
メ
ン
ト　

ザ
・
オ

ナ
ニ
�
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

－

１ 

主
婦
・
斉
藤
京
子
（
25
才
）』

や
『
女
子
高
生
素
人
生
撮
り
シ
リ
�
ズ
No.
2　

美
知

子
の
恥
じ
ら
い
ノ
�
ト
』（
い
ず
れ
も
八
二
年
）
は
、

い
ず
れ
も
文
字
通
り
ビ
デ
オ
撮
影
の
簡
便
さ
を
フ
ル

に
活
か
し
つ
つ
、
ポ
ル
ノ
映
像
に
、
出
演
女
性
（
女

優
）
へ
の
イ
ン
ビ
�
�
映
像
や
説
明
字
幕
な
ど
の
ド

キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
手
法
を
大
胆
に
導
入
し
、
日
本

固
有
の
ポ
ル
ノ
（
Ａ
Ｖ
）
表
現
の
多
様
性
を
確
立
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
さ
ら
に
こ
の
う
ち
前
者

の
監
督
で
当
初
は
ピ
ン
ク
映
画
の
作
り
手
だ
�
た
Ａ

Ｖ
界
の
巨
匠
・
代
々
木
忠
は
、
も
と
も
と
そ
れ
以
前

に
女
優
の
演
技
下
手
を
逆
手
に
取
�
た
擬
似
ド
キ
�

メ
ン
タ
リ
�
ポ
ル
ノ
映
画
『
ド
キ
�
メ
ン
ト
ポ
ル
ノ  

ス
ケ
バ
ン
』（
七
三
年
）
な
ど
を
発
表
し
て
お
り
、
後

者
の
監
督
で
あ
る
小
路
谷
秀
樹
も
ま
た
、
実
験
映

像
・
個
人
映
画
製
作
の
牙
城
で
あ
る
「
イ
メ
�
ジ
・

フ
�
�
ラ
ム
映
像
研
究
所
」
で
映
像
演
出
の
基
礎
を

学
び
、
そ
こ
で
知
�
た
「
イ
ン
タ
ビ
�
�
形
式
」
と

い
う
ビ
デ
オ
実
験
映
画
の
手
法
を
Ａ
Ｖ
に
取
り
入
れ

た
と
証
言
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
Ａ
Ｖ
の

表
象
空
間
が
、
そ
の
初
期
か
ら
「
擬
似
ド
キ
�
メ

ン
タ
リ
�
性
」
や
「
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
的
感

性
」
な
ど
の
現
代
映
画
史
の
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
と
密

接
な
繫
が
り
を
持
�
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
九
〇
年
代
Ｖ
＆
Ｒ
系
に
象
徴
さ

れ
る
Ａ
Ｖ
と
現
代
映
画
や
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
と
の
関

係
は
よ
り
シ
�
ム
レ
ス
に
文
脈
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

★
31
。
こ
れ
以
外
に
も
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
で
の
盗
撮
映

像
を
ド
キ
�
メ
ン
ト
＝
Ａ
Ｖ
化
し
た
伊
勢
鱗
太
朗
監

督
の
『
消
し
忘
れ
』（
八
三
年
）、
ヘ
ン
リ
�
塚
本
の

初
期
作
品
群
、
そ
し
て
、
後
の
カ
ン
パ
ニ
�
松
尾
作

品
の
先
駆
と
も
い
え
る
監
督
と
女
優
の
（
擬
似
）
感

情
移
入
関
係
や
、
セ
�
ク
ス
場
面
と
女
優
の
淡
い
回

想
描
写
の
短
い
断
片
映
像
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
モ
ン
タ

★
31　

例
え
ば
、「
イ
メ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
設
立
者
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
先
駆
的
な

ビ
デ
オ
映
像
作
家
で
も
あ
る
か
わ
な
か
の
ぶ
ひ

ろ
は
、
そ
の
著
作
で
「
ビ
デ
オ
が
可
能
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
か
た
ち
と
、
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」
の
意
義
を
幾
度
も
強
調

し
、「
個
人
か
ら
個
人
へ
、
よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

か
た
ち
で
伝
達
す
る
ビ
デ
オ
の
〝
草
の
根
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
〞
こ
そ
、
わ
が
理
想
と
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
な
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
本
が
書
か
れ
た
七
九
年
の
段
階
で
、

映
像
圏
的
感
性
（「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道

具
」
と
し
て
の
映
像
）
が
日
本
の
映
像
関
係
者
の

中
で
芽
生
え
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
証
立
て
て

い
る
。
か
わ
な
か
の
ぶ
ひ
ろ
『
ビ
デ
オ
・
メ
ー
キ

ン
グ　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
道
具
』

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
一
九
七
九
年
、
二
一
二
、

二
七
四
頁
。

http://t.co/9DXVnSh
http://t.co/9DXVnSh
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�
ジ
�
さ
れ
る
小
路
谷
秀
樹
監
督
の
リ
リ
シ
ズ
ム
溢

れ
る
『
私
を
女
優
に
し
て
下
さ
い  「
何
で
も
や
り
ま

す
」
竹
下
ゆ
か
り
19
歳
』（
八
四
年
）
…
…
な
ど
、
八

〇
年
代
前
半
の
初
期
Ａ
Ｖ
の
表
象
空
間
は
、
ま
さ
に

現
在
の
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
感
性
の
氾
濫
を

先
取
り
す
る
か
の
よ
う
な
独
特
の
表
象
に
満
ち
み
ち

て
い
た
。
お
そ
ら
く
私
た
ち
は
、
い
ま
こ
そ
こ
う
し

た
初
期
Ａ
Ｖ
の
考
古
学
的
精
査
を
、「
映
画
（
的
な
も

の
）」
の
名
の
も
と
に
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
だ
ろ
う
。

現
代
若
手
映
画
監
督
に
お
け
る
Ａ
Ｖ
文
化
の
影
響

と
に
か
く
、
話
を
戻
す
と
、
山
下
や
松
尾
ら
の
先

鋭
的
な
Ａ
Ｖ
ソ
フ
ト
は
、
実
際
に
現
代
の
数
多
く
の

映
画
監
督
の
仕
事
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
以

前
に
も
論
じ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
、
そ
の
代
表
格
と

呼
べ
る
の
が
、
お
そ
ら
く
若
手
映
画
監
督
の
山
下
敦

弘
と
、
彼
と
同
世
代
の
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
映
画
作

家
の
松
江
哲
明
だ
ろ
う
。
ま
ず
山
下
で
い
え
ば
、
彼

は
、
大
学
時
代
、
後
に
そ
の
作
品
の
脚
本
の
多
く
を

手
掛
け
る
こ
と
に
な
る
向
井
康
介
ら
と
と
も
に
、
Ｖ

＆
Ｒ
系
Ａ
Ｖ
の
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
い
た

る
と
こ
ろ
で
公
言
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

★
32
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
山
下
は
、『
リ
ン
ダ 

リ
ン

ダ 

リ
ン
ダ
』（
〇
五
年
）
や
『
マ
イ
・
バ
�
ク
・
ペ

�
ジ
』（
一
一
年
）
の
よ
う
な
、
正
統
的
な
劇
場
用
長

篇
の
佳
作
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
撮
る
一
方
で
、『
そ
の

男
、
狂
棒
に
突
き
♡
』（
〇
三
年
）
と
い
う
明
ら
か

に
九
〇
年
代
企
画
も
の
Ａ
Ｖ
の
ス
タ
イ
ル
を
パ
ロ
デ

�
化
し
た
ア
ナ
�
キ
�
か
つ
シ
ニ
カ
ル
な
短
篇
擬
似

ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
を
イ
ン
デ
�
�
ズ
ベ
�
ス
で
発

表
し
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
「
汁
男
優
」（
Ａ
Ｖ
の

演
出
で
、
汁
＝
精
液
を
提
供
す
る
専
門
の
脇
役
男
優
）

を
や
�
て
い
る
刑
事
（
汁し

る

刑デ

事カ

）
と
い
う
キ
�
ラ
ク

タ
�
を
主
人
公
に
し
た
こ
の
フ
�
ル
ム
に
せ
よ
、
裏

ビ
デ
オ
の
ダ
ビ
ン
グ
を
生
業
に
し
て
い
る
青
年
を
主

人
公
に
し
た
長
篇
監
督
デ
ビ
�
�
作
『
ど
ん
て
ん
生

活
』（
九
九
年
）
に
せ
よ
、
彼
の
作
品
の
根
底
に
大
な

り
小
な
り
Ａ
Ｖ
的
想
像
力
が
深
く
介
入
し
て
い
る
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
。
ま
た
、
山
下
の
友
人
で
仕
事
仲

間
で
も
あ
る
松
江
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
事
情
は
よ

り
露
骨
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
、
山
下
同
様
、
学
生
時

代
を
回
顧
し
な
が
ら
「
当
時
、
僕
は
企
画
モ
ノ
と
呼

ば
れ
る
Ａ
Ｖ
に
夢
中
だ
�
た
。
特
に
Ｖ
＆
Ｒ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
か
ら
発
売
さ
れ
る
カ
ン
パ
ニ
�
松
尾
、
バ
ク

シ
�
シ
山
下
、
平
野
勝
之
と
い
�
た
監
督
た
ち
に
よ

る
作
品
は
刺
激
的
」★
33
だ
�
た
と
述
べ
て
い
る
の
だ

が
、
松
江
の
場
合
は
、
一
八
歳
の
時
に
初
め
て
Ａ
Ｖ

撮
影
の
現
場
に
参
加
し
て
以
来
、
カ
ン
パ
ニ
�
松
尾

に
師
事
し
な
が
ら
Ｖ
＆
Ｒ
で
実
際
に
監
督
と
し
て
Ａ

Ｖ
ソ
フ
ト
を
数
本
撮
影
も
し
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し

★
32　

例
え
ば
、
以
下
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照

の
こ
と
。「
何
も
な
い
時
代
・
ど
こ
で
も
な
い
町

の
物
語―

ヤ
マ
シ
タ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
背
景
」、

『P
LA
N
E
T
S

』V
ol.3

、
第
二
次
惑
星
開
発
委

員
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
〜
三
七
頁
。

★
33　

松
江
哲
明
『
セ
ル
フ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー　

映
画
監
督
・
松
江
哲
明
が
で
き
る
ま
で
』

河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
頁
。

http://t.co/b0ZbitW
http://t.co/b0ZbitW
http://wakusei2nd.com/planets-vol-3/
http://wakusei2nd.com/planets-vol-3/
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て
活
動
の
初
期
に
Ａ
Ｖ
の
現
場
で
培
�
た
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
論
が
、
そ
の
後
、
松
尾
を
プ
ロ
デ
�
�
サ
�

に
し
て
、
在
日
Ａ
Ｖ
俳
優
た
ち
の
姿
を
追
�
た
異
色

ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
『
セ
キ
☆
ラ
ラ
』（
〇
六
年
）
や
、

Ａ
Ｖ
の
ハ
メ
撮
り
手
法
を
応
用
し
た
と
い
う
話
題
作

『
童
貞
。
を
プ
ロ
デ
�
�
ス
』（
〇
七
年
）、
そ
し
て
、

伝
説
の
Ａ
Ｖ
女
優
を
題
材
に
し
て
第
六
四
回
毎
日
映

画
コ
ン
ク
�
ル
で
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
部
門
賞
を
受

賞
し
た
『
あ
ん
に
�
ん
由
美
香
』（
〇
九
年
）
に
い
た

る
ま
で
、
松
江
の
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の

キ
�
リ
ア
は
、
つ
ね
に
Ａ
Ｖ
カ
ル
チ
�
�
と
と
も
に

あ
�
た
と
い
�
て
も
過
言
で
は
な
い
。

あ
る
い
は
、
先
の
平
野
の
『
水
戸
拷
悶
』
に
も

出
演
す
る
な
ど
、
自
ら
も
ハ
�
ド
プ
レ
イ
も
こ
な
す

企
画
も
の
Ａ
Ｖ
男
優
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
、
膨

大
な
数
の
グ
ロ
テ
ス
ク
Ａ
Ｖ
の
監
督
、
さ
ら
に
二
〇

〇
〇
年
代
以
降
に
は
『
恋
す
る
幼
虫
』（
〇
三
年
）
や

『
片
腕
マ
シ
ン
ガ
�
ル
』（
〇
七
年
）
な
ど
、
個
性
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ピ
ク
チ
�
�
（
Ｂ
級
映
画
）
の
監

督
と
し
て
も
高
い
評
価
を
確
立
し
た
奇
才
・
井
口
昇

を
は
じ
め
、
い
ま
お
か
し
ん
じ
、
古
澤
健
、
村
上
賢

司
、
前
田
弘
二
…
…
な
ど
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の

日
本
映
画
で
活
躍
を
続
け
る
若
手
を
中
心
と
し
た
少

な
か
ら
ぬ
数
の
男
性
映
画
作
家
が
何
ら
か
の
形
で
Ａ

Ｖ
と
関
わ
り
、
ま
た
そ
の
独
特
の
表
象
空
間
か
ら
大

き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
秋
に
公
開
さ
れ
る
予
定
の
平
野
勝
之
の
実
に
一
二

年
ぶ
り
の
新
作
長
編
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
『
監
督
失

格
』（
一
一
年
）
は
、
お
そ
ら
く
今
年
度
の
日
本
映
画

で
最
も
ポ
レ
ミ
カ
ル
な
話
題
作
と
な
る
は
ず
だ
。
こ

の
よ
う
に
、
主
に
九
〇
年
代
の
Ｖ
＆
Ｒ
系
の
ソ
フ
ト

を
中
心
と
し
た
Ａ
Ｖ
が
日
本
映
画
の
作
家
た
ち
の
仕

事
に
果
た
し
た
役
割
は
現
在
で
は
決
し
て
無
視
で
き

る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
以
上
の
よ
う
に
、
映
像
圏
シ
ス
テ
ム

の
内
実
に
は
、
観
客
の
身
体
性
や
身
体
イ
メ
�
ジ
に

ま
つ
わ
る
多
様
な
エ
コ
ノ
ミ
�
が
き
わ
め
て
重
要
な

意
義
を
担
�
て
い
る
。
次
回
は
、
こ
う
し
た
映
像
圏

的
身
体
の
具
体
的
論
点
に
つ
い
て
、
よ
り
踏
み
込
ん

だ
地
点
か
ら
整
理
し
直
し
て
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
�

て
次
回
以
降
、
さ
ら
に
、
単
な
る
映
画
／
映
像
文
化

の
文
脈
を
越
え
た
、
映
像
圏
の
独
特
の
文
化
史
的
意

味
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
ま
で
持
�
て
い
け
れ
ば
、

本
連
載
の
目
論
見
も
一
定
の
目
標
を
達
成
し
た
こ
と

に
な
る
は
ず
だ
。

〈
続
く
〉

渡
邉
大
輔
（
わ
た
な
べ
・
だ
い
す
け
）

映
画
研
究
者
・
批
評
家
。
専
攻
は
日
本
映
画
史
研
究
（
観
客
史
・
教
育

映
画
史
）。『
ユ
リ
イ
カ
』『
メ
フィ
ス
ト
』『
映
画
芸
術
』
な
ど
で
純
文
学
、

本
格
ミ
ス
テ
リ
、ラ
イ
ト
ノベル
、映
画
な
ど
を
横
断
的
に
批
評
。
共
著
に

『
探
偵
小
説
の
ク
リ
ティ
カ
ル・タ
ー
ン
』『
社
会
は
存
在
し
な
い
』『
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
戦
争
』（
以
上
、
南
雲
堂
）。

ブ
ロ
グ http://d.hatena.ne.jp/daisukewatanabe1982/

Twitter http://twitter.com
/diesuke_w

監督失格
（公式トレーラーを見る）

http://d.hatena.ne.jp/daisukewatanabe1982/
http://k-shikkaku.com/
http://twitter.com/#!/diesuke_w

